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学校文化に現れた天皇（制）イメー ジ
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　本発表の 目的は昭和戦前戦中期の 校友会雑

誌におい て天 皇（制）に関わるイベ ントが如何に表

現されてい たの かを分析し、学校文化に おける天

皇（制）イメージの 位相を探るところにある。

　学校文化における天 皇（制）研究につ い て は戦後

からの非常に厚い 研究成果があるが、その 中では

法制度や社会構造、それを支える諸装置などの 、

天皇を元首とした国家シ ス テ ムがいかに所謂「天

皇制公教育」を統御して いたかが問われて きた傾

向にある
i
。それら先行研究は近代 日本の 国家シ

ス テム下 の 公教育の 在り様を定位する試み として

重要な成果である
一方、天 皇（制）が具体的な学

校生活 ・文化の 中で如何に受容されて い たの か、

とい う点に つ い ては、未だ検討の 余地が残されて

いるといえよう。

　本発表では従来の 学校文化と天 皇（制）に関す

る先行論でも指摘の ある天皇（制）イベ ントに注目し、

それらが教員 ・生徒による表現の レヴェ ル で如何に

描かれていたの かを明らかにすることで、学校 文

化における天皇（制）イメ
ー

ジを探っ た 。 天皇と天皇

を元首とする国家シ ス テムの 受容に関わる従来の

問いは、「近代 日本に深く浸透し、遍在した天皇制」

とい う理解によっ て全体像の 拡散したもの になりが

ちであるが、本発表では天皇（制）イベ ントに関わっ

て発行された校友会雑誌に焦点を絞り、そこ に表

出した天皇、皇族及び天 皇（制）イベ ントそ の もの の

記述の精読を試みた。い わば個別の事例における

徴候に着目し、細部を解きほぐすことによっ てシ ス

テム的な理解に端的に回収されない様相を拾い

上げることを目指した。同時に学校内メディアの 中

における表現の分析によっ て、本来困難な天 皇

（制）の 受容の 実証にある程度の接近を試みること

が可能であろう。

　考察にあたっ ては近代天皇（制）研究の 中でも近

年その 成果の 充実しつ つ ある天皇（制俵 象研究の

成果を適宜参照したii。「御真影」や「菊花紋章 」、

行幸啓などの 天 皇（制｝表象に着目し、近代国家的

な制度維持〈装置〉に重点を置い たこれらの 研究

は 、 個別実証的で動態的な研究として評価されて

い るが、中央メディア の 分析に留まる研究も多く、

校友会雑誌という、同時代に於ある程度 自在な表

現を許し、限定的に流布したメディア の 分析は天

皇（制）表象研究の 厚みを増すもの ともなろう。

　本発表で は個別の 対 象として、1928 年の 昭和

天皇の 即位関連行事である所謂「御大 典」および

1936年から翌 年にかけて の 秩父宮雍仁親王 の青

森県滞在（「御成」）に着目し、それら諸天皇 （制）

イベ ントに関連して 発行され、イベ ン ト及び天皇

（制）に関する教師及び生 徒の 表現が確認できる

旧制 中学校の 校友会雑誌を中心に 、適宜高等女

学校や師範学校の それも参照しつ つ 分析した。検

討にあたっ てはまず全国レヴェ ル の 事例として「御

大典」に関連して編集された各地の 校友会雑誌を

検討し、その 後よりミクロな地域レヴェ ル の それとし

て秩父 宮「御成」の 事例を考察した 。

　『校友会雑誌』「御大典」記念号では、誌面に於

い て天皇（制）イベ ントを前景化させつ つ も通常の

校友会雑誌の 内容と共存させる構成を採用し、 図

像表現では天皇と「御大典」をその まま表象するの

ではなく、規制された中でぎりぎりの 選択が為され

て い た。「御成」に関わる校友会雑誌では、「御大

典」の 際の ように特別号が編まれることなく、通常
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の 外見を採用するもの の 、構成におい ては、例え

ば直接皇族の 姿が映っ た写真を掲載するなど、

「御大典」記念号以上に地域に来臨した皇族を意

識した構成を取っ て い た。即ち天 皇（制｝イベ ントに

特化した校友会雑誌は、メディアとしてそのイベ ン

トを編集の コ ン セプトとしつ つ も、校内情報を掲載

し、

一年に定められた数を発行するとい うス タンス

を崩さず 、 それゆえに通常時と同じ校友会雑誌 と

しての 自律性を獲得してい た反面、その 扱い に関

して はイベ ン トの 経験の 仕方の 差 異から来るであ

ろう反応の 濃淡があっ たとい うことができよう。また、

イベ ン ト自体に一切触れない 編集後記や、規範的

な表現から逸脱する図像表現でも明らかなように、

天皇（制）的なもの へ の 表立たない 隠微な逸脱の徴

候をすら見るこ とができるの は注目すべ きであり、

まさに所謂 「天 皇制公教育」研究では 見出し得な

い様々 の 様相が指摘できる。

　また文章表現につ い て 、「御大典」記念号の 教

員の 言説は学校を経由する形で生徒を天皇（制〉と

結び付け、学校生 活の 質的向上 を企図するもの

であり、その記述に お い ては 同時代によく見られる

紋切型表現が反復されて い た。生徒の 言説に つ

い ては「御大典」を通して 「国民」の
一
員として、必

ずしも学校を経 由しない 形で天 皇（制）と繋がる記

述の様式が確認できたが、そこに於いても謂わば

想像された天皇（制）を描く紋切 型表現の 反復の傾

向が強固であっ た。それに対し、「御成」に関する

校友会雑誌では、教員の場合「御大典」記念号の

記述と同じく紋切型の 反復を確認することができる

もの の 、 より実態的に学業や学校 へ の 利益との 接

続が 図られており、生徒の 記述におい てもそれは

共有された。その 教員の 言説 の 傾 向に加えて 生

徒の 記述では「御 大典」の場合と同じく「国民」とし

て天 皇（制）と自らを直接つ なぐ言説が見られたが、

その 際には地域性を媒介するという具体性を備え

た記述がみられると共に 、 生 身の 親しみやすい皇

族像という、実際に経験したことを率直に描く方向

性が看取された。やや図式的にまとめるならば「天

皇制公教育」の シ ステム側 に存する教員による天

皇（制）をめぐる表現は少々 の 振幅を孕みつ つ も紋

切型とならざるを得ない の に対し、シ ステム内の存

在であっ ても生徒にお い てはある程度の 自在な表

現を行い 、教員の言説から抜け出す余地があっ た

とい えまい か 。 それゆえ生徒の 言説は徹底して 時

代性を反映するもの であり、同時に非常に隠微な

形ではあれ「天皇制公 教育」から逸脱する余地を

持 っ たの である。 まさにこの ような天皇（制）の 表現を

めぐる隠微なせめぎ合い の 中において、様々 の規

範との 関係性を時に踏襲し、時に逸脱するものとし

て同時代の 学校文化は存していたのではなかろう

か 。

i 主に 思想や制度面の から検討 を行 っ た堀 尾 輝 久『天 皇

制国家と教育 近代 日本教育思想史研究』（青木書店 、

1987）や 久保 義三 『天 皇制と教育』（三
一

書房 、 1991）など

と共に、より個別具体的 に 学用品やイベ ン トから検討を行っ

た佐藤秀夫の
一連の 著作 （『教育の 文化史1 学校の 構造』

（阿吽社、2004）に多くを所 収）や山 本信良・今野 敏彦『大

正 ・昭和教育の 天 皇制イデオ ロ ギ
ー

（1 ） 学校イベ ントの

宗教的性格』（新泉社、1976）などを参照のこと。
’i

主要な先行論としては多木浩二 『天 皇の 肖像』（岩波書

店、1988［岩波文庫、2002］）、T ．フジタニ ／米山リサ 訳『天

皇の ペ ー
ジェ ン ト 近代 日本の 歴史民族誌から』（日本放

送出版協会 、1994）、原 武史『可 視化 された帝国』（みすず

書房、2001［増補版 2011］）、若桑みどり『皇后の 肖像 昭 憲

皇太后の 表象と女性の 国民化』（筑 摩 書房、2001）、北 原

恵 「教科書の な かの 「歴史1画 」
一

天 皇の 視覚表象 」（『歴

史評論』634）、2003）などを挙げることが できよう。
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